
 

全国学力・学習状況調査の結果報告 

４月１８日に全国の小学校６年生と中学校３年生を対象に行われた「全国学

力・学習状況調査」の調査結果が文部科学省から提供されました。主な結果をお

知らせするとともに、本校の課題、今後の取組についてご報告させていただきま

す。 

なお、６年生児童一人一人の結果については、お子さんを通じ

て、６年生の保護者の皆さんにお渡ししています。 

  

 

結   果 

●国語科のすべての領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）にお

いて、結果が良好でした。 

 

●学校での米作りの問題点と解決

方法について、「田んぼの様子を記

録したカード」と「農家の田んぼ

と学校の田んぼの雑草のグラフ」

を読み取り、記述する問題の結果

は良好でした。 

この設問には、グラフとカード

それぞれから分かることを書く等

の条件が設定されていましたが、

誤答を分析すると、グラフからの

情報、カードからの情報の一方し

か取り上げていない解答が多く見

受けられました。 
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●「運動」と「食事」についての複数の資料を読み、情報を整理した上で、健康

に過ごすために自分ができそうなことを考えてまとめるという記述式の問題の結

果は良好でした。 

 この設問にも「運動」と「食事」両方について分かったことを書くという条件

が設定されていましたが、一方しか取り上げずに誤答になったケースが見受けら

れました。 

●学校ボランティアにインタビューし、その発言を取り上げて、自分の考えをま

とめる記述式の問題の結果は良好でした。 

●漢字や送り仮名の問題の結果は概ね良好でした。（意外・期間・比べて） 

●敬語を理解しているかどうかをみる問題の結果は良好でした。 

 ・〇〇さんが（おっしゃった）ことを、もう一度（うかがって）いいですか。 

 

今後の取組について 

●例年、記述式問題に苦戦する児童が多く、正答率が低いのが全国的な課題です。

しかし、本校では「記述式」問題の結果が良好でした。ただし、複数の条件をク

リアできていない解答も多く見受けられました。 

本校では全学年で、授業の中に「書くこと」を取り入れています。今後もそれ

を継続して取り組むと共に、「量的な条件」や「質的な条件」のもとで文章を書く

機会を増やしていきます。 

 

複数の条件をクリアして書くことは難しいですが、一般社会では制約や条件が 

ある中で的確に文章表現することが求められます。小学生の段階から、ある一定

の条件をクリアしながら書くことができる力を培っていきます。 

 

●児童質問紙調査で、「読書は好きですか」という質問に肯定的な回答をした児童

が多かったです。また、読書時間も長く、図書館を利用する回数も多かったです。  

 コロナ禍の影響もあり、令和４年の全国の不読率（１か月の間に本を１冊も読

まない児童生徒の割合）は小学生 6.4％、中学生 18.6％、高校生 51.1％と、いず

れの学校段階でも数値目標は達成されていない状況にありました。不読率の低減

（量的な条件） 

 ・字数という条件……○字以内でまとめる 

 ・時間という条件……〇分以内でまとめる 

（質的な条件） 

 ・相手という条件……１年生に、家族に 

 ・場面という条件……学級で、算数の授業で 

 ・状況という条件……方法を教えよう、作戦を考えよう 

 ・要件という条件……事例を３つ入れる、３段落にわける 



は全国的な問題ですが、本校での不読率は低かったです。 

今回の学力調査で国語の結果が良好だったベースには読書活動の充実がありま

す。今後も学校司書と連携し、教科学習の中で、調べ学習を行ったり、並行読書

を行ったりし、授業の中で学校図書館を活用していきたいと思います。 

また、学校と家庭が連携し、音読する機会を増やすことも大切です。今後も読

書活動を推進し、読書好きな児童を更に育てていきます。 

 

 

 

結   果 

●算数科の内容には、「Ａ数と計算」、「Ｂ図形」、「Ｃ測定」（下学年）、「Ｃ変化と

関係」（上学年）、及び「Ｄデータの活用」の五つの領域があります。「数と計算」、

「図形」、「測定」、「変化と関係」の結果は概ね良好でしたが、「データの活用」の

結果には課題がありました。 

 

●問題形式には「選択式」「短答式」「記述式」の３種類ありますが、どの形式の

問題の結果も概ね良好でした。国語同様、記述式問題への抵抗感は感じられませ

んでした。 

 

●幅の等しいテープを直線で区切って作った二つの三角形の面積についての問題

（図形領域）の全国正答率は大変低かったです。本校も例外ではありません。テ

ープの幅が二つの三角形の高さであり、底辺も等しいので「面積は等しい」とい

うのが正解ですが、「このままでは比べることができない（高さが書かれていない

ため）」という誤答が多かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数

国語 



●６６÷３の筆算の仕方を説明し

た図を基に、筆算の商の十の位に

あたる式を選ぶ問題（数と計算領

域）の正答率が低かったです。筆

算の商の十の位に立てた「２」が、

６０÷３の計算をした結果を表し

ていると捉えるためには、図と関

連付けて考察することが必要です。 

 

 

 

 

●データの活用の領域の結果には課題がありました。二次元表の意味の理解が十

分ではなく、二次元の表から条件に合う数を読み取ることができていない解答が

多かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の取組について 

●図形の学習では、作図の方法や面積の求め方を理解し、身に付けることで終わ

るのではなく、図形を構成する要素に注目して作図したり、面積の求め方を考察

したりする活動をしっかりと行っていきます。 

●二次元表の問題は今までも全国学力・学習状況調査で出題されていました。そ

して、その困難性が国立教育政策研究所から何度も指摘されてきました。今後、

二次元表の学習においては、自分たちの身近な生活に役立つ教材化を図ります。

そして、目的をもって情報を収集・整理し、整理した表を二次元表に表現し直す

活動を通して、二次元表のよさに気付くことができるようにすることをねらいと

した学習に取り組んでいきます。 

●今後も授業の中で、立式→解答で終わるのではなく、式・言葉・数字・図など

を使って、求め方や考え方を記述したり、ペアトークで互いに説明したりする活

動を積極的に取り入れていきます。 


